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 ご寄付・お知らせ

　募集・催し物

知

せ

ら

お

市
内
入
浴
施
設

年
末
年
始
の
営
業
案
内

年末年始の営業時間

◎ 多世代健康交流プラザ つるの湯
期 日 営業時間

12月28日（木）
午前９時～午後10時12月29日（金）

12月30日（土）
12月31日（日） 午前９時～午後７時
1月1日（月・祝） 休館日１月２日（火）
１月３日（水） 午前９時～午後7時
１月４日（木） 午前９時～午後10時１月５日（金）

■
営
業
時
間　
表
の
と
お
り

＊
通
常
の
営
業
時
間
と
異
な
る
日
が

あ
り
ま
す
。

■
佐
野
川
温
泉 

竹
林
の
湯

現
在
、
改
修
中
に
よ
り
休
館
と
な

っ
て
い
ま
す
。
再
開
日
は
決
ま
り
次

第
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と

を
お
詫
び
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
佐
野
川
温
泉 

竹
林
の
湯（
℡

０
２
６

－

２
７
２

－

６
５
０
０
）

○
湯
の
さ
と
ち
く
ま 

白
鳥
園（
℡

０
２
６

－

２
７
５

－

０
４
０
０
）

○
多
世
代
健
康
交
流
プ
ラ
ザ

　
つ
る
の
湯（
℡
０
２
６

－

２
６
１

◎ 湯のさとちくま 白鳥園
期 日 営業時間

12月28日（木）
午前９時30分～午後９時12月29日（金）

12月30日（土）
12月31日（日） 午前９時30分～午後６時
1月1日（月・祝）

午前９時30分～午後９時
１月２日（火）
１月３日（水）
１月４日（木）
１月５日（金）

◎ 健康プラザ
期 日 営業時間

12月28日（木） 午前10時～午後７時
12月29日（金） 午前10時～午後5時12月30日（土）
12月31日（日）

休館日1月1日（月・祝）
１月２日（火）
１月３日（水） 午前10時～午後5時
１月４日（木） 午前10時～午後７時１月５日（金）

第
8
回
就
労
支
援
講
座

■
日
時　
平
成
30
年
1
月
19
日

（
金
）午
後
1
時
～
3
時

■
会
場　
上
山
田
庁
舎
３
０
５
会
議

室
■
対
象　
就
職
を
希
望
す
る
市
民

■
内
容　
自
分
の
強
み
を
伝
え
る
面

接
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

■
講
師　
高
橋
圭
子
さ
ん（
２
級
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
能
士
）

■
申
込
方
法　
平
成
30
年
1
月
16
日

（
火
）ま
で
に
、
産
業
振
興
課
へ
電

話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
上
山

田
庁
舎
・
産
業
振
興
課（
内
線

７
３
３
５
）

ご

付

寄

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
大
谷
善
邦（
さ
ら
し
な
堂
） 

様

　【
寄
付
の
内
容
・
使
途
】

　
市
立
図
書
館
に
図
書「
ば
し
ょ

う
さ
ん
と
お
ば
す
て
山
の
月
」

５
０
０
冊
・
さ
ら
し
な
の
里
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か 

～
12
月
は
滞
納
整
理
月
間
～

市
で
は
、
市
税
を
納
め
て
い
な
い

人
に
対
し
て
、
督
促
状
の
発
送
や
電

話
で
の
催
告
な
ど
を
行
な
い
、
そ
れ

で
も
納
税
さ
れ
な
い
場
合
は
、
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

市
税
は
、
定
め
ら
れ
た
期
限
内
に

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
指

定
納
期
限
」ま
で
に
納
付
が
な
い
と
、

20
日
以
内
に
市
か
ら
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。

そ
し
て
、
督
促
状
を
発
し
た
日
か

ら
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納

さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
地
方
税

法
第
３
３
１
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

滞
納
処
分
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

■
滞
納
す
る
と
延
滞
金
が
発
生

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
滞
納

し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、督
促
手
数
料（
１
０
０
円
）や
延

滞
金
を
徴
収
し
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
可
能

次
の
市
税
な
ど
は
、
全
国
の
主
な

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、
営
業

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
付
で
き
ま
す
。

■
市
の
税
や
料
金

　
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
軽
自
動
車
税
、
公

共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設

使
用
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、介
護
保
険
料
、保
育
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
債
権
管
理
課（
内
線

５
２
４
２･

５
２
４
３
）

－

０
７
７
０
）

○
健
康
プ
ラ
ザ（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

５
８
１
８
）



＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……
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市では宝くじの収益を財源とした
公益財団法人長野県市町村振興協会
の助成金を活用して、合

か っ ぱ

羽を購入し
ました。それを消防団に配備し、雨天
時の災害対応や行方不明者の捜索に
役立てていきます。

 宝くじ助成事業を活用し、

　消防団員の装備品を拡充

お知らせ

■問い合わせ先　
　更埴庁舎・危機管理防災課
　（内線5252）

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
ご
協
力
を

■
期
日　
12
月
21
日（
木
）

■
会
場
・
時
間

○
更
埴
庁
舎
・
午
前
９
時
～
11
時

○
戸
倉
庁
舎
・
午
後
１
時
～
２
時

■
採
血
基
準　
左
表
の
と
お
り

＊
採
血
基
準
を
満
た
し
て
い
て
も
、

献
血
時
の
検
査
や
問
診
内
容（
病

気
・
服
薬
な
ど
）に
よ
り
、
献
血
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る

人
に
限
り
ま
す
。

＊
献
血
手
帳（
カ
ー
ド
）を
持
っ
て
い

る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
健

康
推
進
課（
内
線
６
２
５
６
）

区 分 400ml 献血

年 齢 男性17～69歳
女性18～69歳

体 重 男性・女性
50kg以上

年間
総献血量

200ml 献 血 と400ml 献 血 を 合
わせて、男性1,200ml 以内、女性
800ml 以内

採血基準

水
質
汚
濁
事
故
に
注
意

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
入
れ

る
際
は
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
確
実

に
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

○
灯
油
が
漏
れ
る
と
河
川
や
地
下

水
、
土
壌
が
汚
染
さ
れ
る
の
で
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
、
ポ
リ
タ
ン
ク

に
破
損
が
な
い
か
確
認
し
、
破
損

が
あ
っ
た
場
合
は
修
理
し
て
く
だ

さ
い
。

○
油
・
農
薬
な
ど
を
河
川
へ
不
法
投

棄
す
る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
灯
油
漏
れ
な
ど
の
事
故
は
至
急
、

消
防
署
と
環
境
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
　

○
更
埴
地
区

　
更
埴
消
防
署（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
１
１
９
）

○
戸
倉
上
山
田
地
区

　
戸
倉
上
山
田
消
防
署（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

０
１
１
９
）

○
更
埴
庁
舎
・
環
境
課（
内
線

５
４
１
３
）

林
道
冬
期
閉
鎖
と

　
　
　
　
　
長
期
通
行
止
め
区
間

12
月
1
日
か
ら
4
月
中
旬
ま
で
、

す
べ
て
の
林
道
を
閉
鎖
し
ま
す
。
閉

鎖
期
間
中
、
落
石
の
除
去
や
倒
木
処

理
、
除
雪
作
業
な
ど
は
行
な
い
ま
せ

ん
。
森
林
の
管
理
な
ど
、
や
む
を
得

ず
通
行
す
る
場
合
は
、
十
分
に
注
意

し
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。
4
月
中
旬

以
降
に
路
面
整
備
な
ど
を
行
な
い
、

順
次
、閉
鎖
を
解
除
し
ま
す
。

な
お
、
冠
着
山
線
、
久
露
滝
線
、

猿
ヶ
馬
場
線
、
芝
平
樽
滝
線
は
、
台

風
21
号
に
よ
り
深
刻
な
被
害
を
受
け

た
た
め
4
月
中
旬
以
降
も
、
当
面
の

間
、通
行
止
め
を
継
続
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
６
３
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
予
防

冬
場
に
か
け
て
渡
り
鳥
が
飛
来
す

る
た
め
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。同
じ

場
所
に
た
く
さ
ん
の
野
鳥
が
死
ん
で

い
た
な
ど
の
異
常
を
見
つ
け
た
場
合

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
野
鳥
と
の
接
し
方
の
注
意
点

○
死
亡
し
た
小
型
の
野
鳥
な
ど
は
、

素
手
で
触
ら
ず
ゴ
ム
手
袋
や
掃
除

用
具
な
ど
で
、
地
中
に
埋
め
る
か

焼
却
処
分
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
靴
で
糞ふ

ん

を
踏
ん
だ
場
合
は
、
必
要

水
道
管
の
凍
結
予
防

冬
期
は
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
が

多
発
し
ま
す
。
適
正
な
管
理
と
早
め

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
不
凍
栓
（
水
抜
栓
）
で
管
内
の
水
抜

き
○
夜
間
や
長
期
不
在
時
は
、
各
家
庭

の
不
凍
栓
で
水
道
管
の
水
抜
き
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
不
凍
栓
の
開
閉
は
確
実
に
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
不
凍
栓
故
障
に
よ
る
漏
水
も
あ
る

た
め
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
む
き
出
し
配
管
の
対
策

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

ひ
き
こ
も
り
な
ど
同
じ
経
験
を
持

つ
家
族
同
士
が
集
ま
り
、
研
修
や
交

流
を
し
ま
す
。

●
昼
の
部

■
日
時　
12
月
7
日（
木
）・
21
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

●
夜
の
部

■
日
時　
12
月
13
日（
水
）午
後
７
時

～
９
時

■
会
場　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

に
電
話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

○
外
気
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
水
道
管

に
は
、
凍
結
防
止
帯（
電
熱
帯
）や

保
温
材
を
巻
く
な
ど
し
て
凍
結
対

策
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
連
結
防
止
帯
な
ど
が
劣
化
し
て
い

る
場
合
は
、
早
め
に
取
り
替
え
て

く
だ
さ
い
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
場
合

○
蛇
口
を
開
き
、
凍
結
し
た
部
分
に

タ
オ
ル
を
巻
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
水
道
管
を
急
に
温
め
る
と
、
管
が

破
裂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
凍
結
や
水
道
管
が
破
損
し
た
時
の

連
絡
先

○
県
営
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー（
℡

０
１
２
０

－

８
１
３

－

２
８
３
）

■
問
い
合
わ
せ
先

○
市
営
水
道

　
更
埴
庁
舎
・
上
下
水
道
課（
内
線

５
６
１
８・５
６
１
９
）

○
県
営
水
道（
旧
更
埴
地
域
）

　
川
中
島
水
道
管
理
事
務
所（
℡

０
２
６

－

２
８
４

－

１
７
０
０
）

○
県
営
水
道（
旧
戸
倉
上
山
田
地
域
）

　
上
田
水
道
管
理
事
務
所（
℡

０
２
６
８

－

２
２

－

２
１
１
０
）

千
曲
市
地
球
環
境
デ
ー
２
０
１
７

冬
の
実
施

地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
し
、
そ

の
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
入

し
て
環
境
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日　
12
月
17
日（
日
）

■
参
加
方
法　

○
市
内
小
中
学
校
や
昨
年
度
参
加
し

た
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ん
に
は
用

紙
を
送
付
し
ま
す
。

○
家
庭
で
参
加
し
た
い
市
民
の
皆
さ

ん
は
環
境
課
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
取

得
し
て
、記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
新
た
に
ま
と
ま
っ
て
参
加
を
希
望

す
る
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ん
は
環

境
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
４
）

青
色
申
告
決
算
説
明
会

平
成
29
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

に
お
け
る
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

方
法
や
、
注
意
点
な
ど
の
説
明
会
で

す
。

■
日
時　
12
月
12
日（
火
）午
後
２

時
～
４
時

■
会
場　
戸
倉
創
造
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
事
業
所
得
者
・
不
動
産

所
得
者
・
農
業
所
得
者

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
田
税
務
署
個

人
課
税
第
一
部
門（
℡
０
２
６
８

－

２
２

－

１
２
３
４
）

公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
を

郵
送平

成
29
年
中
に
支
払
わ
れ
た
老
齢

年
金
の
金
額
や
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
額
な
ど
を
通
知
す
る
源
泉
徴

収
票
が
、
平
成
30
年
１
月
に
郵
送
で

届
き
ま
す
。

確
定
申
告
の
添
付
書
類
な
ど
に
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
南
年
金

事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

集

募

に
応
じ
て
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田

庁
舎
・
農
林
課（
内
線
７
２
７
２
）

浄
化
槽
の
法
定
検
査
が
変
わ
り
ま
す

浄
化
槽
法
第
11
条
に
基
づ
く
定
期

検
査
が
平
成
30
年
４
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。

浄
化
槽
法
で
は
、
生
活
環
境
の
保

全
や
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
、
浄

化
槽
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
に
年
１
回

の
法
定
検
査（
浄
化
槽
法
第
11
条
検

査
）を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
法
定
検
査
9
項
目
に
新
た

に
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量（
Ｂ
Ｏ

Ｄ
）の
検
査
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
検
査
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
す
べ
て
の
家
庭
で
確
実
に
年

１
回
の
法
定
検
査
を
行
な
う
体
制
が

整
備
さ
れ
ま
す
の
で
、
適
正
な
実
施

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
公
益
社
団
法
人

長
野
県
浄
化
槽
協
会（
℡
０
２
６

－

2
3
4

－

7
6
3
7
）

千
曲
市
を
楽
し
く
知
る
講
座

市
内
の
観
光
地
の
ほ
か
、
歴
史
・

史
跡
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。講

座
最
終
日
に
は
、
市
内
の
観
光
地
を

視
察
し
ま
す
。

■
日
程　

○
第
１
回　
平
成
30
年
1
月
18
日

（
木
）

○
第
２
回　
2
月
15
日（
木
）　

○
第
３
回　
2
月
22
日（
木
）　

○
第
４
回　
3
月
1
日（
木
）　 

○
第
５
回　
3
月
8
日（
木
）

■
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
頃

■
場
所　
更
埴
文
化
会
館
１
階
学
習

室
、２
階
大
会
議
室

■
内
容　
楽ら

く
ち
か
い

知
会（
観
光
ガ
イ
ド
団

体
）会
員
な
ど
に
よ
る
講
義

■
定
員　
20
人
程
度（
先
着
順
）

■
参
加
費　
１
２
０
０
円（
視
察
時

の
昼
食
・
保
険
代
）

■
申
込
方
法　
12
月
18
日（
月
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
観
光

交
流
課（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

１
７
５
３
）
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白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

①
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
レ
ッ
ス
ン

し

物

催

元
旦
マ
ラ
ソ
ン

■
期
日　

　
平
成
30
年
１
月
１
日（
月
・
祝
）

【
更
埴
会
場
】

■
日
程

○
受
付　
午
前
８
時
20
分
～
40
分

○
ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時

■
集
合
場
所　
千
曲
橋
緑
地
公
園

■
コ
ー
ス　
千
曲
橋
緑
地
公
園
～
千

曲
川
堤
防
左
岸
～
武
水
別
神
社

＊
往
復
約
5
㌔
で
す
。

【
戸
倉
会
場
】

■
日
程

○
受
付　
午
前
９
時
20
分
～
40
分

○
ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

■
集
合
場
所　
戸
倉
庁
舎
駐
車
場

■
コ
ー
ス　
戸
倉
庁
舎
～
千
曲
川
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
～
冠
着
橋

＊
往
復
約
４
㌔
で
す
。

【
共
通
事
項
】

■
申
込
方
法　
当
日
、
直
接
会
場
で

受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
戸
倉
体
育
館
内
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
）

古
本
市

■

期

間　
平
成
30
年
１
月
６
日

（
土
）～
８
日（
月
・
祝
）

■
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
6

時
■
会
場　
戸
倉
図
書
館
入
口
付
近

■
内
容　
図
書
館
で
使
用
し
な
く
な

っ
た
本
を
譲
り
ま
す
。

＊
期
間
中
に
本
を
借
り
た
人
は
、
雑

誌
の
付
録
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

７
０
０
１
）

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

●
更
埴
西
図
書
館

■
日
時 

12
月
17
日（
日
）午
前
11
時

～
■
会
場　
更
埴
西
図
書
館

■
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
、

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り

＊
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
戸
倉
図
書
館

■
日
時 

12
月
21
日（
木
）午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
創
造
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　
大
き
な
絵
本
・
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
、ツ
リ
ー
前
で
記
念
撮
影
な
ど

■
持
ち
物　
カ
メ
ラ

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
更
埴
西
図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

８
０
６
０
）

○
戸
倉
図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－７
０
０
１
）

自
然
の
素
材
で
リ
ー
ス
づ
く
り

■
日
時　
12
月
23
日（
土
・
祝
）午

前
９
時
～
正
午
頃

■
会
場　
杭
瀬
下
分
室（
集
合
場
所

は
、更
埴
庁
舎
総
合
案
内
前
）

■
持
ち
物　
リ
ー
ス
の
輪
に
飾
り
た

い
木
の
実
や
花
な
ど

■
定
員　
15
人

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
申
込
み
方
法　
12
月
21
日（
木
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
千
曲
市
環
境
市
民
会
議
事

務
局（
℡
０
８
０

－

６
９
９
４

－

４
８
２
０　
連
絡
は
平
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

正
月
花
の
講
習
会

■
日
時　
12
月
27
日（
水
）午
後
１
時

～
３
時
頃

■
会
場　
旧
カ
ク
イ
チ
田
中
商
店

（
稲
荷
山
）田
中
園
茶
店
隣

■
定
員　
20
人

■
内
容　
正
月
花
の
生
け
方
を
学
び

ま
す
。

■
講
師　
小
林
か
よ
子
さ
ん

■
参
加
費　
２
５
０
０
円

■
持
ち
物　
は
さ
み
、
オ
ア
シ
ス
を

入
れ
る
受
け
皿

■
申
込
方
法　
12
月
20
日（
水
）ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
稲
荷
山
蔵
の
会（
℡

０
９
０

－

４
５
２
３

－

１
６
７
０
）

健
康
プ
ラ
ザ
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

■
日
時　
12
月
16
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
正
午

■
会
場　
健
康
プ
ラ
ザ
大
広
間

■
内
容　
笑
い
の
ワ
に
よ
る
腹
話

術
、
神
谷
あ
り
こ
さ
ん
に
よ
る
生

演
奏

＊
振
る
舞
い
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
健
康
プ
ラ
ザ（
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

５
８
１
８
）

■
日
時
　
12
月
2
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

■
参
加
費
　
１
６
０
０
円

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル

②
セ
ル
フ
マ
ツ
エ
ク
体
験

■
日
時　
12
月
6
日（
水
）、
17
日

（
日
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
参
加
費　
１
３
０
０
円

③
布
小
物
教
室

■
日
時　
12
月
7
日（
木
）、
26
日

（
火
）午
前
9
時
30
分
～
正
午

■
参
加
費　
２
２
０
０
円

■
持
ち
物　
家
庭
用
ミ
シ
ン
、
裁
縫

道
具
一
式

④
お
昼
寝
ア
ー
ト
撮
影
会

■
日
時　
12
月
8
日（
金
）

○
1
回
目　
午
後
1
時
30
分
～

○
2
回
目　
午
後
2
時
～

■
対
象　
生
後
２
か
月
か
ら
１
歳
く

ら
い
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

■
参
加
費　
３
０
０
０
円

■
持
ち
物　
カ
メ
ラ

⑤
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る
正
月
飾
り

■
日
時　
12
月
14
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

■
参
加
費　
１
２
０
０
円

⑥
あ
な
た
の
悩
み
、
骨
盤
の
歪ゆ

が

み
の

せ
い
か
も

■
日
時　
12
月
15
日（
金
）午
後
6

時
30
分
～
8
時

■
参
加
費　
１
５
０
０
円

■
持
ち
物　
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

⑦
手
作
り
ポ
ン
酢
を
作
ろ
う

■
日
時　
12
月
19
日（
火
）

○
1
回
目　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

膝
腰
元
気
塾
生

筋
力
の
維
持
・
低
下
防
止
に
取
り

組
み
、
膝
痛
・
腰
痛
を
予
防
し
た
い

人
向
け
の
教
室
で
す
。

■
期
間　
平
成
30
年
1
月
11
日

（
木
）か
ら
3
月
29
日（
木
）ま
で

の
毎
週
木
曜
日（
全
12
回
）

■
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
会
場　
屋
代
公
民
館
２
階
講
堂

■
対
象　
65
歳
以
上
で
原
則
更
埴
川

東
地
区
在
住
の
人

＊
申
込
み
多
数
の
場
合
は
新
規
の
人

を
優
先
し
ま
す
。

＊
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
定
員　
21
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　
1
回
２
０
０
円

■
申
込
方
法　
12
月
4
日（
月
）か

ら
8
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
内
線
５
５
２
２
）

○
2
回
目　
午
後
0
時
30
分
～
2
時

■
参
加
費　
２
０
０
０
円

■
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、５
０
０
㍉

㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、柑
橘
類

⑧
脳
ト
レ
ヨ
ガ
と
健
康
ラ
ン
チ

■
日
時　
12
月
20
日（
水
）午
前
10

時
～

■
参
加
費　
１
９
０
０
円

■
持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ

ス
タ
オ
ル
、タ
オ
ル
、飲
み
物

⑨
お
洒し

ゃ

れ落
な
正
月
飾
り
づ
く
り

■
日
時　
12
月
21
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

■
参
加
費　
３
０
０
０
円

⑩
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
と
健
康
ラ
ン

チ
■
日
時　
12
月
24
日（
日
）午
前
9

時
30
分
～
正
午

■
参
加
費　
１
５
０
０
円

■
持
ち
物　
帽
子
、
飲
み
物
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
き
る
服
装
と
靴

⑪
大
人
の
き
れ
い
講
座
「
顔
ヨ
ガ
」

■
日
時　
12
月
25
日（
月
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
参
加
費　
２
２
０
０
円

●
共
通
事
項

■
会
場
　
白
鳥
園

■
内
容　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
湯
の

さ
と
ち
く
ま
白
鳥
園（
℡
０
２
６

－

2
7
5

－

0
4
0
0
、
メ
ー
ル

info@
hakuchoen.jp

）
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よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
９
月
25
日（
木
）午
前
９
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

委
員
会
の
開
催

傍
聴
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
教
育
委
員
会

■
日
時
　
12
月
27
日（
水
）　
午
後
3
時
30
分
～

■
会
場
　
戸
倉
庁
舎 

４
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

　
（
内
線
６
３
１
６
）

●
農
業
委
員
会

■
日
時　
12
月
26
日（
火
）　
午
後
3
時
～　

■
会
場
　
上
山
田
庁
舎 

３
階
３
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
（
内
線
７
２
３
１・７
２
３
２
）

よ
う
こ
そ
市
長
室

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
12
月
20
日（
水
）午
前
9
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

　
月
の
休
日
開
庁
（
第
３
日
曜
日
）　

■
日
時　
12
月
17
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
会
場　
更
埴
庁
舎
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課
の
窓
口
業
務

を
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
期
限　
12
月
25
日（
月
）

　
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

12●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
3
期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
6
期
分
）

●
介
護
保
険
料（
9
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
6
期
分
）

●
保
育
料（
12
月
分
）

●
公
共
下
水
道
使
用
料（
9
期
分
）

●
倉
科
・
森
・
羽
尾
排
水
施
設
使
用
料（
9
期
分
）

●
下
水
道
受
益
者
負
担
金（
12
月
分
）

●
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、共
益
費（
12
月
分
）

●
西
武
水
道
料
金（
10
・
11
月
分
）

●
質
問
　
ご
み
袋
購
入
チ
ケ
ッ
ト
制
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
り
ま
す
か
。ま
た
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ご
み
袋
が
買
え
る
シ

ス
テ
ム
に
変
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
　

●
回
答（
廃
棄
物
対
策
課
）　
指
定
ご
み
袋
購
入
チ
ケ
ッ
ト
制
は
、

平
成
22
年
度
に
導
入
さ
れ
、７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、年
々
ご
み
の
排
出
量
は
減
少
傾
向
で
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
制
に
よ
り
、各
家
庭
で
購
入
で
き
る
ご
み
袋
の
枚
数

が
制
限
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、
ご
み
の
分
別
・
再
利
用
・
再
資

源
化
と
い
っ
た
ご
み
の
排
出
抑
制
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
、ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
何
枚
で
も
ご
み
袋
が
買
え
る
こ
と
は
、
便
利
か
と
思

い
ま
す
が
、
無
制
限
に
ご
み
袋
を
買
え
る
こ
と
で
、
ご
み
の
排
出

量
は
増
え
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
ご
み
処
理
に
か
か
る
経
費

の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
指
定
ご
み
袋
購
入
チ
ケ
ッ
ト
制
に
つ
い
て
は

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す

＊薬局は、平成29年度当初の予定です。変更になる場合がありますので、各薬局へ問
い合わせてください。

＊変更になる場合があります。受診する人は消防署に確認してください。
○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）

＊千曲中央病院では、内科・外科
　以外は受け付けていません。

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）
月／日 内科・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

12／3
（日）

島谷医院（杭瀬下）026-273-1201
岡田外科医院（稲荷山）026-272-2828
二階堂医院（磯部）026-275-5582

こみやま歯科医院
（力石）
0268-81-7011

信州調剤薬局（杭瀬下）026-214-6868
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244

12／10
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
森本眼科クリニック（内川）026-285-0020

しおいり歯科医院
（雨宮）
026-273-8080

前田薬局（稲荷山）026-272-1247
タカチ薬局（内川）026-275-1624

12／17
（日）

菅谷医院（稲荷山）026-272-1024
鴇沢眼科（屋代）026-272-0031
いろかわ医院（坂城町）0268-82-2143

関歯科医院（粟佐）
026-285-0418

ウエルシア千曲稲荷山店（稲荷山）
026-273-8208
大井薬局（上山田温泉）026-275-1045

12／23
（土・祝）

稲荷山医療福祉センター（野高場）
026-272-1435
いなりやまクリニック（稲荷山）
026-214-3501
長野寿光会上山田病院（上山田温泉）
026-275-1581

長野寿光会上山田病院
歯科（上山田温泉）
026-276-0300

元町薬局（稲荷山）026-214-3282
やまざき薬局（上山田温泉）
026-261-0071

12／24
（日）

飯島医院（中）026-272-0269
菅谷東クリニック（粟佐）026-272-0493
みやばやし小児科アレルギー科（上徳間）
026-261-5221

前山歯科医院
（上徳間）
026-276-0282

粟佐ひとみ薬局（粟佐）
026-273-6730
上徳間薬局（内川）026-276-7790

12／30
（土）

もみのき内科クリニック（寂蒔）
026-272-3610
かつの耳鼻咽喉科（粟佐）026-274-3387
市川内科医院（上山田温泉）026-275-5515

滝沢歯科医院（粟佐）
026-272-1132

粟佐ひとみ薬局（粟佐）026-273-6730
クスリのアオキ粟佐薬局（粟佐）
026-273-8210
大井薬局（上山田温泉）026-275-1045

12／31
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
かいぬま耳鼻咽喉科医院（内川）
026-275-3341

滝沢歯科医院（磯部）
026-276-4636

上野屋薬局（稲荷山）026-272-1053
ウエルシア薬局千曲内川店（内川）
026-261-5280

12

リサイクルコーナー

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課 （内線5515）

＊譲渡は当事者間での話し
合いになります。品物によ
り有償の場合があります。

 ゆずってください  ゆずります

子ども用キックボード、子ども用
ストライダー、車用パイプ車庫、ベ
ビーサークル、レコードプレーヤ
ー、電動ミシン、女子用卓球ユニフ
ォーム、ぶらさがり健康器、キュボ
ロ、ガスコンロ

フランス人形、成人式用着物、熊のぬいぐるみ、
剣道の防具、子ども用布団、着せ替え人形、洋服
ダンス、保育園用お昼寝布団、照明器具、子ども
用自転車、柔道着、ケヤキの根、ＶＨＳビデオテー
プ、エレクトーン、漬物用容器、つり竿、エアロバ
イク、電子ピアノ、ポータブルトイレ



★更埴図書館（℡026-273-2989）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分

市立図書館 ＆

千曲警察署から

　27  　市報千曲　平成29年12月

　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎   ℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jpー　相談は無料です　ー

定例の相談
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相談内容 日時 時間 場所 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（旧 JA
ちくま杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代
の就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 12月13日（水） 午後1時30分～
4時 ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

精神保健相談 12月13日（水） 午後1時30分～
4時30分 戸倉保健センター 更埴庁舎・更埴保健センター

内線5507（要予約）
借金問題・消費

生活相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
12月2日（土）

午前9時～正午
更埴文化会館 2階小会議室

千曲市社会福祉協議会
℡026-276-2687

＊相談日直前の金曜日正午までに
電話予約が必要です。

＊偶数月の相談日は新規登録者の
受付も行ないます（要予約）。

12月10日（日） 戸倉創造館 創作室2

市民に寄り添う
人権相談 12月10日（日） 午後1時～4時  埴生公民館 和室

戸倉庁舎・人権・男女共同参画課
内線6331

＊県人権啓発センターでも火曜か
ら日曜までの午前8時30分から
午後5時まで受付　

℡026-274-3232

障がい者（児）相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談
12月7日（木） 午後1時30分～

4時30分
ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）12月21日（木） 千曲市ふれあい福祉センター

法律相談
1月10日（水）

午後1時～3時
更埴文化会館 2階小会議室 更埴庁舎・総務課

内線5212
＊前日までに予約必要1月23日（火） 戸倉庁舎 4階会議室

行政相談
12月9日（土）

午後1時～3時
稲荷山太陽の園 更埴庁舎・総務課

内線521212月12日（火） 更埴文化会館 １階学習室

年金相談（更埴）
毎週火・金曜日 午前9時～

午後5時 更埴庁舎年金相談コーナー
更埴庁舎・市民課

内線5434
12月14日（木）
12月28日（木）

午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所お客様相談室
℡026-227-1286（要予約）

年金相談（戸倉）
毎週水曜日 午前9時～

午後5時 戸倉庁舎年金相談コーナー 戸倉庁舎・市民窓口課
内線626512月11日（月） 午前9時～

午後4時
＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12/29～1/3）を除いた日のことです。

年
末
特
別
警
戒
・
交
通
安
全
運
動
の
実
施

年
末
を
迎
え
、
強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪

や
、
子
ど
も
・
女
性
対
象
犯
罪
、
高
齢
者

を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
、
悪
質
・
重
大
な
交

通
事
故
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
県
民
生
活
の
安
全
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
各
種
犯
罪
抑
止
や
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の

広
報
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、
街
頭

警
戒
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

■
期
間　
12
月
1
日（
金
）～
31
日（
日
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
年
末
特
別
警
戒

　
「
年
の
暮
れ　
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

安
心
の
街
」

○
年
末
の
交
通
安
全
運
動　

　
「
思
い
や
り　
乗
せ
て
信
濃
路　
咲
く

笑
顔
」

 
おすすめの一冊

著／梨屋アリエ
出版社／講談社

ヤングアダルト小説の
名手が、思春期の恋や
性に対する悩みと戸惑
いを、様々な立場の男
子目線、女子目線で描
いた青春小説集

「 恋する熱気球」

更
埴
西
図
書
館 

新
刊
図
書

戸倉図書館

○
更
埴
図
書
館

　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

　
12
月
23
日（
土
・
祝
）午
前
10

時
30
分
～（
ロ
ビ
ー
お
は
な
し

会
）

○
更
埴
西
図
書
館

　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

【
お
は
な
し
会
】

としょかんへ『来
らい

・ぶらりー 』
○
小
説

『
花
に
な
る
ら
ん
』玉
岡
か
お
る

『
西
郷
の
首
』伊
東
潤

『
回
遊
人
』吉
村
萬
壱

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
グ
ン
グ
ン
背
を
伸
ば
す
た
め
の
レ

シ
ピ
』石
村
智
子

『
似
て
い
る
動
物「
見
分
け
方
」
事

典
』木
村
悦
子

『
小
学
生
で
も
わ
か
る
国
を
守
る
お

仕
事
そ
も
そ
も
事
典
』佐
藤
正
久

『
生
き
て
い
く
あ
な
た
へ 

１
０
５
歳

ど
う
し
て
も
遺
し
た
か
っ
た
言
葉
』

日
野
原
重
明

○
児
童
向
け

『
パ
ジ
ャ
マ
で
ぽ
ん
！
』

く
ぼ
ま
ち
こ

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

 人気の本ベスト３ 【児童 料理本】

１位『包丁を使わないで作るごはん』
　　　　　　　　　　　　　  寺西恵里子
２位『はじめてでもおいしい！ 楽しい！　
　　　10歳からのお料理教室』大瀬由生子
３位『朝ごはんつくろう！』    坂本広子

○
小
説

『
宗
麟
の
海
』安
部
龍
太
郎

『
乗
り
か
か
っ
た
船
』瀧
羽
麻
子

『
も
う
生
ま
れ
た
く
な
い
』長
嶋
有

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
建
設
中
。』勝
田
尚
哉

『
森
の
ノ
ー
ト
』酒
井
駒
子

『
鉄
道
会
社
が
つ
く
っ
た「
タ
カ
ラ

ヅ
カ
」と
い
う
奇
跡
』中
本
千
晶

○
児
童
向
け

『
お
じ
い
さ
ん
』啞
無

『
は
た
ら
く
ま
ち
』

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ガ
リ
バ
ー
・
ハ
ン
コ

ッ
ク

『
ト
イ
レ
さ
ん
』竹
与
井
か
こ

○
小
説

『
千
の
扉
』柴
崎
友
香

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
北
欧
お
み
や
げ
手
帖
12
年
間
の「
こ

れ
、買
っ
て
よ
か
っ
た
」』森
百
合
子

○
児
童
向
け

『
あ
れ
あ
れ
だ
あ
れ
？
』

中
川
ひ
ろ
た
か

『
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
ヒ
う
ま
そ
う
』

宮
西
達
也

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

平成 29 年市内事件・事故累計

（10 月末現在の暫定値）

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 33件 （－8）
自転車盗 27件 （－9）
車上狙い 11件 （－5）
その他 21件 （－13）

交
通
事
故

件数 202件 （－27）
死者 4人 （±0）
傷者 245人 （－41）

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28＊ 29＊ 30＊

31＊

１２月の図書館カレンダー

　　　更埴・更埴西・戸倉図書館　休館日
　　　上山田公民館図書室　休館日

＊図書整理休館日：12月28日（更埴・更埴
西・戸倉図書館）

＊年末年始休館日：更埴・更埴西・戸倉図書館
は12月29日～１月3日。上山田公民館図書室
は12月28日～１月3日



い こ い の 広 場

　　市報千曲　平成29年12月  　  28　　29  　市報千曲　平成29年12月

名
勝
姨
捨
棚
田
倶
楽
部
は
、
後
継

者
不
足
と
い
わ
れ
る「
姨
捨
の
棚
田
」

の
保
全
を
目
的
に
、
平
成
25
年
に
市

内
有
志
を
中
心
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
会
員
は
農
業
未
経
験
者
で

し
た
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
毎

年
少
し
ず
つ
復
田
に
も
取
り
組
み
米

作
り
を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
企

画
で
首
都
圏
の
若
者
や
、
県
短
期
大

学
生
の
農
業
体
験
受
け
入
れ
を
行
な

い「
姨
捨
の
棚
田
」の
保
全
や
活
用
、

地
域
活
性
化
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
意
見
を
も
と
に
、
み
ん
な
が

集
ま
れ
る
拠
点
を
作
ろ
う
と
棚
田
近

く
の
空
き
家
を
借
り
受
け
、
長
野
県

の
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
て

改
修
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
壁
塗

り
や
塗
装
、
補
修
作
業
な
ど
は
会
員

や
イ
ベ
ン
ト
体
験
者
を
中
心
に
様
々

な
団
体
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

こ
の
事
業
の
目
的
は
？

農
業
体
験
を
は
じ
め
、
移
住
体
験

な
ど
様
々
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行
な

い
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
棚
田
を
取

り
巻
く
人
々
と
交
流
し
な
が
ら
、
活

性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

姨
捨
は
棚
田
を
含
め
、
善
光
寺
平

が
一
望
で
き
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

眺
望
景
観
を
見
て
ホ
ッ
と
一
息
つ
け

る「
棚
田
の
オ
ア
シ
ス
」。
そ
ん
な
場

所
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
名
勝
姨
捨
棚
田

倶
楽
部　
矢
島（
℡
０
２
６

－

2
6
1

－

3
2
1
0
）

▲改修が進む空き家

「
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
」

健康コラムア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と
、

家
族
や
仕
事
、
自
分
の
健
康
な
ど
の

こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
も
の
よ

り
も
、
飲
酒
を
優
先
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

そ
の
た
め「
こ
れ
以
上
飲
ん
で
は

い
け
な
い
」と
い
う
自
己
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
効
か
な
く
な
り
ま
す
。

慢
性
化
の
危
険

慢
性
化
す
る
と
、
同
じ
ア
ル
コ
ー

ル
量
で
は
満
足
で
き
ず
、
さ
ら
に
飲

酒
量
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
酒
を
止や

め
よ
う
と
し
て
飲
ま
な
い
時
間
が
長

く
な
る
と
、
離
脱
症
状
で
吐
き
気
や

不
眠
、
体
調
不
良
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
結
果
、
症
状
を
解
消
す

る
た
め
に
再
び
飲
酒
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
の
間
に
か
焼
酎
や

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
度
数
の
高
い
蒸
留

酒
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

悪
化
す
る
と
、
肝
臓
が
ん
を
発
症
し

や
す
い
肝
硬
変
な
ど
に
な
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
自
身
の
生
命
を
脅
か
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

精
神
保
健
相
談
会

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
心
の
病
気

で
精
神
科
で
の
治
療
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神

保
健
相
談
会（
本
紙
26
ペ
ー
ジ
）を

実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
抱
え
こ
ま

ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

治
療
の
基
本

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
は
、

通
院
や
服
薬
、
自
助
グ
ル
ー
プ
へ
の

参
加
を
続
け
る
こ
と
で
す
。
長
野
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自

助
グ
ル
ー
プ
相
談
を
月
に
１
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
℡
０
２
６

－
２
２
７

－

１
８
１
０
）

vol.86

地
域
に
根
ざ
す 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～ 

今
月
は
「
名
勝
姨
捨
棚
田
倶
楽
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
の
矢
島
宏
雄
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た 

～

長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
採
択
団
体
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
」

第 44 回

わ
た
し
の

　
子
育
て

て
に
悩
む
日
が
あ
っ
た
り
、
ま
ぁ
い

い
か
と
気
楽
に
思
え
る
日
が
あ
っ

た
り
、
私
も
子
ど
も
か
ら
教
わ
り
つ

つ
、
日
々
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
母
親

と
し
て
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

上う

ま手
く
い
か
な
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
娘
が

か
わ
い
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
と
い
う
の
は
本
当
に
愛い

と

し
い
存

在
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を

日
々
、
し
っ
か
り
娘
に
伝
え
る
こ
と

が
、
ま
ず
は
何
よ
り
一
番
大
事
な
こ

と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
出
産
し
て
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
で
長
野
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
最

初
は
慣
れ
な
い
生
活
に
戸
惑
い
ま
し

た
が
、
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
き
っ
か
け
に
た
く
さ

ん
友
人
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
祖

父
母
や
友
人
た
ち
、
地
域
の
人
な
ど

に
助
け
て
い
た
だ
け
る
環
境
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
は
、
楽
し
み
な
の
と
同
時

に
、
自
分
が
親
に
な
っ
て
人
一
人
の

人
生
を
導
い
て
い
け
る
の
か
と
、
不

安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
生

ま
れ
て
か
ら
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
る
余
裕
も
な
く
、
気
づ
け
ば
娘
は

一
歳
半
。
い
ろ
い
ろ
成
長
が
早
く
、

と
て
も
活
発
な
う
え
に
イ
ヤ
イ
ヤ
期

に
突
入
し
て
い
ま
す
。

気
に
入
ら
な
い
と
す
ぐ
に
地
べ
た

に
転
が
っ
た
り
、
ご
飯
を
ひ
っ
く
り

返
す
娘
に
イ
ラ
イ
ラ
。
つ
い
態
度
に

出
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
子
ど
も
っ

て
本
当
に
よ
く
見
て
い
て
、
親
が
感

情
的
に
な
る
と
娘
も
も
っ
と
激
し
く

な
る
、
本
当
に
鏡
の
よ
う
！ 

そ
れ

を
見
る
と
、
冷
静
に
な
ろ
う
と
思
え

た
り
し
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
で
き

る
こ
と
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
、

実
際
、
親
が
子
ど
も
の
人
生
を
導
く

な
ん
て
大
変
な
お
ご
り
で
、
子
ど
も

は
自
分
で
学
ん
で
考
え
て
成
長
し
て

い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
子
育

第
80
話

ブレアー

第
　
回
62

千
曲
市
を
本
拠
地
に
７
年
目
を
迎

え
た「
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー

ズ
」は
、
Ｂ
リ
ー
グ
１
の
小
さ
な
体
育

館（
戸
倉
体
育
館
）で
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

を
戦
い
、
Ｂ
リ
ー
グ
１
の
小
さ
な
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

ま
す
。し
か
し
、試
合
に
来
た
ど
の
チ

ー
ム
も
戸
倉
体
育
館
の
会
場
の
熱
気

に
驚
き
、
楽
し
く
試
合
が
で
き
た
こ

と
を
感
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

選
手
が
必
死
に
な
っ
て
ボ
ー
ル
に

向
か
っ
て
行
く
姿
、
大
き
な
体
が
ぶ

つ
か
り
合
う
迫
力
、
感
動
す
る
プ
ロ

の
技
、
会
場
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
る

瞬
間
を
是
非
体
感
し
て
く
だ
さ
い
！

信
州
の
寒
い
冬
を
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
と

共
に
熱
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

戸
倉
体
育
館
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
価
格

○
大
人　
　
２
０
０
０
円
か
ら　
　

○
子
ど
も　
１
０
０
０
円
か
ら

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口
（
市
内
）

＊
２
階
自
由
席
の
み
取
り
扱
い

○
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
ク

ラ
ブ
オ
フ
ィ
ス

○
更
埴
庁
舎
本
館
西
側
１
階
売
店

○
湯
の
さ
と
ち
く
ま
白
鳥
園

○（
一
社
）信
州
千
曲
観
光
局

■
１
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

○
平
成
30
年
1
月
20
日（
土
）、
21
日

（
日
）　
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

○
平
成
30
年
1
月
27
日（
土
）、
28
日

（
日
）　
戸
倉
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ
先　
株
式
会
社
信

州
ス
ポ
ー
ツ
ス
ピ
リ
ッ
ト（
℡

０
２
６

－

２
１
４

－７
０
２
２
、
平

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ

■
チ
ケ
ッ
ト
購
入
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

比護　智恵美さん（鋳物師屋）

「
Ｂ
リ
ー
グ
最
小
規
模
の
戸
倉
体
育
館
が
世
界
一
熱
く
な
る
！
」
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たらの切り身　50 ｇ 4 切れ
塩（下味）       少々
片栗粉（衣）    適量
揚げ油           適量

①大根をおろし、おろし汁ごと鍋に入れ、火にかける。調味料を
　入れ、ひと煮立ちしたら水で溶いた片栗粉を入れ、よくかき
　混ぜる。
②たらに塩を振り、片栗粉をまぶし、油で揚げる。
③揚げたたらに、おろしだれをかける。

ちくまっこ通信
子育てサークル「こぎつね」のパステルアート

　　たのしいお話 

上山田子育て支援センターで
開かれた親子ふれあいミニミニ
講座。「うさぎとかめ」「大きな
かぶ」などのお話に、子どもたち
は興味津々で楽しんでいました。

親子 6 組が集まり、子育てサークル「こぎつね」による
パステルアートが稲荷山公民館で開かれました。お母さん
がパステルをパウダー状に削り、子どもたちがそのパウダ
ーを指につけ、りんごや紅葉などを描きました。

11 
１ 

11 
15 

たらのおろしかけ
第 2 学校給食センター

【たれ】
大根                     80 ｇ
みりん                  小さじ2
濃口しょう油          小さじ1強
砂糖                     小さじ２/3
片栗粉（とろみ用）    小さじ1/3
水（とろみ用）         小さじ2/3

【材料（4 人分）】

【作り方】

給食レシピ紹介

親子ふれあいミニミニ講座

たらは冬にかけて、旬を迎える魚です。
鍋料理の材料としてもおなじみですが、衣をつけて揚げると油のコクが加わります。
和風のおろしだれは、揚げたさばやハンバーグなどにかけても、おいしく食べることができます。

大好きだよ。
いっぱい笑って大きくなーれ！

田中  もえ ちゃん（ ）1歳1か月
桜堂

募集中

＊申し込みは更埴庁舎秘書広報課へ。
　内線5223または電子メール
   koho@city.chikuma.nagano.jp

更埴子育て支援センター

上山田子育て支援センター　
開館日　午前８時30分～午後５時
休館日　

【更　埴】毎週土曜日
【上山田】毎週日曜日
【共通】12月29日（金）～
　　　平成30年1月3日（水）
℡026-273-6180（更　埴）
℡026-275-6017（上山田）

栄養相談

午前10時～午後３時
上山田　12月7日（木）
更　埴　12月13日（水）

ベビーママサロン

午前10時～11時
上山田　今月はありません
更　埴　12月11日（月）

お誕生日おめでとう会

午前11時～正午 
（10分前にお越しください ）           
上山田　12月14日（木）
更　埴　12月22日（金） 
■持ち物　麦茶、お手ふき

親子ふれあいミニミニ講座

更埴子育て支援センター上山田子育て支援センター

午前11時～11時30分

開催日 内　容

12月7日（木） うたってあそぼう＆
杭瀬下保育園児との交流会

12月14日（木）うたってあそぼう＆工作
12月21日（木）うたってあそぼう＆クリスマスお楽しみ会
12月28日（木）うたってあそぼう＆大型絵本

開催日 内　容
12月6日（水） うたってあそぼう＆工作

12月13日（水）うたってあそぼう＆
お話ネットワークによる絵本の読み聞かせ

12月20日（水）うたってあそぼう＆クリスマスお楽しみ会
12月27日（水）うたってあそぼう＆大型絵本

更埴子育て支援センター (10月お誕生日おめでとう会）

上山田子育て支援センター（10月お誕生日おめでとう会）

■参加費　150円（写真代など）
■対象　  12月に生まれた子ど
             もとその保護者です。
＊事前に各子育て支援センターに

申し込んでください。

パステル

■対象　　　稲荷山・桑原・八幡地区の0歳から幼稚
                 園・保育園入園前の子どもとその保護者
■活動場所　稲荷山公民館
■時間　　　午前10時30分～正午
■会費など　子どもと保護者それぞれ250円（年間）
　　　　　　（クリスマス会などは実費があります。）
■問い合わせ先　若林（℡090-9660-1913）

期日 内容 持ち物
12月6日（水） クリスマス工作 はさみ、のりなど
12月20日（水） クリスマス会 お皿、フォーク

平成30年
1月24日（水） 新年会
2月7日（水） リトミック
2月21日（水） ひな祭り工作 はさみ、のりなど
３月14日（水） お別れ会 お皿、フォーク

子育てサークル「こぎつね」

ママの声 

工夫を施した分
かりやすく楽しい
お話で、子どもは
とても喜んでいま
した。

中村 智果さん　（内川）
　　 嶺

れ な
那ちゃん（2歳）
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セカンドブック配布式が、
10 月 26 日に更級小学校で
行なわれ、赤地教育長が 31
人の一年生一人ひとりに、
各自が選んだ本を手渡しま
した。セカンドブック事業
は、自力である程度の本が
読むことができる小学校 1
年生に本を贈ることで、読
書好きな子どもの育成支援
を目的としています。図書
館司書などが選定した「セ
カンドブック選定 20 冊」の
中から、好きな本 1 冊を親
子で選び、郵送や小学校を
通じて贈られます。

10 月 21 日に親子 14 組が集まり、千曲川（万葉橋下
流付近）で子どもニジマスルアー釣り教室が開かれまし
た。「釣り」を観光資源として地域振興を図る「釣

つ

ーリズ
ム信州推進事業」の一環で、釣ーリズム信州千曲市戸倉
上山田地域協議会が企画しました。

子どもたちはキャスティング（投げ釣り）の方法や釣
りに関するマナーを学んだ後、ニジマス釣りを楽しみま
した。釣ったニジマスは千曲川へ放流しました。

CHIKUMA TOPICS

　釣り 

平成 28 年 4 月から稼働した第１学校給食センター
で 10 月 24 日と 27 日に、一般見学と学校給食の試食
会が行なわれ、2 日間で 54 人が参加しました。

24 日の参加者は、調理実習室で同センターの設備や
給食献立の説明を受け、見学用通路から調理員が給食を
作る現場を見学しました。その後、この日に作られたソ
フト麺、ミートソース、ゴボウサラダなどの給食を試食
しました。

CHIKUMA TOPICS

第１学校給食センター 給食 

CHIKUMA TOPICS

セカンドブック配布式図書 

子どもニジマスルアー釣り教室

絵本は「おしゃべりなたま
ごやき」を選びました。おう

中村夏季さん (7歳・若宮）

一般見学・試食会

ちくまトピックスに掲載しきれない情報
は千曲市 Facebook で発信中

千曲市の魅力や市内の情報を動画で発信中

長野県企業局は、地震などの自然災害が発生した際に
飲み水が出る施設「安心の蛇口」を勤労者体育センター

（稲荷山）に設置し、そのお披露目式が 10 月 17 日に行
なわれました。「安心の蛇口」は、平時に水飲み場として
使用できますが、水道管の耐震化により災害時にも給水
できるのが特徴です。防災備蓄倉庫に保管されている応
急給水栓を組み立てることで、10 個の蛇口から給水が
できます。今後は、市内 6 か所に増やす予定です。

CHIKUMA TOPICS

災害時にも使える

森将軍塚古墳一帯で、11 月 3 日に森将軍塚まつりが開
催されました。白い古代装束を着た地元住民らが、屋代駅
から科野の里歴史公園までをパレードし、長野盆地の眺め
が広がる古墳上では、今年の収穫に感謝する儀式を行な
いました。公園内では太鼓や音楽の演奏のほか、森将軍塚
鍋のサービスが行なわれ、地場産品の販売コーナーなど
も並びました。この日は、紅葉が始まりかけた雲ひとつな
い秋晴れで、公園内はたくさんの人で賑わっていました。

CHIKUMA TOPICS

森将軍塚まつり

10 月 21 日に白鳥園南側芝生広場で千曲川マルシェ
とさらしなの里そば祭りが開催されました。千曲川流域
の８市町村、市内外から 11 店のそば店や団体などを含
めた総勢 41 の店舗が出店しました。イベントでは新商
品や人気ご当地商品の販売、名人によるそば打ちの実演
などが行なわれ、大勢の来場者で賑

にぎ

わいました。今回は
２日間の開催予定でしたが、台風の影響により１日のみ
の開催となりました。

CHIKUMA TOPICS

10 月 15 日に戦国ロマンを感じさせる「荒砥城まつ
り」が、城山史跡公園で開催されました。地域の文化財
を活用しようという目的で、平成 8 年から開催されてお
り今年で 21 回目となります。

オープニングセレモニーでは、戦国武将などに扮
ふん

した
甲
かっちゅう

冑愛好会のメンバーが登場し、来場者を沸かせていま
した。この日は雨の中での開催でしたが、来場者はイノ
シシ肉入りの戦国汁や乗馬体験などを楽しみました。

CHIKUMA TOPICS

千曲川マルシェ＆さらしなの里そば祭り 荒砥城まつり

水道 

イベント イベント 

イベント

さまのことがも
っと知りたかっ
たからです。本
は毎日読むくら
い、大好きです。

安心の蛇口を設置

まちの話題　ちくまトピックス このコーナーでは、地域の行事やイベントなどの様子を紹介します
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更
級
の
月

　
　
　
０
１
７
年
5
月
６

　
　
　
日
か
ら
運
行
を
開

　
　
　
始
し
た
ク
ル
ー

ズ
ト
レ
イ
ン「T

ト

ラ

ン

RA
IN

 
S

ス

イ

ー

ト

U
ITE 

四
季
島
」（
１

泊
２
日
コース
／
春
～
秋
）

の
停
車
駅
で
あ
る
姨
捨

駅
。
そ
の
駅
舎
隣
接
地
に

設
け
ら
れ
た
夜
景
バ
ー

ラ
ウ
ン
ジ「
更
級
の
月
」

で
は
、
善
光
寺
平
の
美
景

を
眺
め
な
が
ら
地
酒
や
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
特
集
で
は

「
更
級
の
月
」と
そ
こ
で

活
躍
す
る
千
曲
人
、
市
内

事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト

　
　
　
ウ
ン
ジ
名
は
、
姨

　
　
　
捨
の
地
に
ち
な
み

　
　
　
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
広
さ
は
約
80
平
方
㍍

で
、
夜
景
を
眺
め
ら
れ
る

よ
う
に
窓
に
面
し
て
座
れ

る
長
細
い
造
り
で
す
。

内
装
は
信
州
の
味
噌
蔵
の

雰
囲
気
を
演
出
し
て
い
ま

す
。

「更級の月」で地酒やワインと相性が良いオー
ドブルを料理し、乗客をもてなしているのが田玉
高啓さんです。旬に合わせた食材を使用し、季節
ごとにメニューを変えます。「信州の伝統野菜」
の漬物やナガノパープルなどの県産食材で、信
州を味わっていただくことにこだわりました。

提供されている「信州の
伝統野菜」の漬物は、木の
花屋で加工されているもの
です。王滝かぶの甘酢漬、
村山早生ごぼう味噌漬、八
町きゅうり粕漬などが使わ
れています。

田玉　高啓木の花屋

オードブルには、味噌蔵
たかむらのしょうゆ豆や
あんずピクルス、田毎みそ
も使われています。また、

「TRAIN SUITE 四季島」
の乗客に姨捨駅で甘酒を振
る舞っています。

味噌蔵 たかむら

千ち

く

ま

び

と

曲
人
た
ち
に
よ
る
至
高
の
お
も
て
な
し

（株）ホテルメトロポリタン長野

さん

ハイテーブルの加工を担当
したのが、大谷健一郎さんで
す。ハイテーブルには、アクセ
ントとしてあんずの木で加工
した茶色の亀が埋め込まれて
います。信州の木材の味わい
を感じてもらうことにこだわ
りました。

観
光
×
未
来

　
　
　
級
の
月
は
、
ク
ル

　
　
　
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

　
　
　
「TRA

IN
 SU

ITE 

四
季
島
」の
乗
客
を
対
象

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

他
の
観
光
列
車
で
も
利

用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、２
０
１
７

年
の
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「TRA
IN

 SU
ITE 

四
季

島
」（
１
泊
２
日
コ
ー
ス

／
春
～
秋
）の
運
行
は
11

月
25
日
、
26
日
に
終
了
し

ま
し
た
が
、
来
年
も
４
月

か
ら
の
運
行
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

お
も
て
な
し
×
美
景

　
　
　
曲
人
た
ち
の
お
も

　
　
　
て
な
し
と
、眼
下

　
　
　
に
一
望
で
き
る
善

光
寺
平
の
美
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る「
更
級
の

月
」で
の
ひ
と
と
き
は
、
こ

れ
か
ら
も
千
曲
市
を
訪
れ

る
人
た
ち
に
感
動
を
与
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（戸倉）

大谷　健一郎

①
更
級
の
月
と
姨
捨
駅
舎 

②
・
③
更
級
の
月
で
提
供
さ
れ
る
オ
ー
ド
ブ
ル
や
地
酒
な

ど（TRA
IN

 SU
ITE 

四
季
島（
１
泊
２
日
コ
ー
ス
／
春
～
秋
）） 

④
亀
の
モ
チ
ー
フ
が

埋
め
込
ま
れ
た
ハ
イ
テ
ー
ブ
ル 

⑤
更
級
の
月
内
か
ら
の
眺
め 

⑥
駅
舎
名 

⑦
姨
捨
駅

か
ら
の
善
光
寺
平
の
夜
景 

⑧
姨
捨
駅 

⑨
千
曲
染
め 

⑩TRA
IN

 SU
ITE 

四
季
島

と
善
光
寺
平
の
夜
景

２ラ

①

②

③

④

⑤⑥⑨

⑩

更千

⑦

特集　更科の月

（株）山崎屋木工製作所
さん（長野市）

「更級の月」のハイテーブル
には、冠着山（姨捨山）のヒノ
キが使われています。若宮、
羽尾、須坂、上徳間、内川、千
本柳の財産区から寄贈いただ
きました。

若宮、羽尾、須坂、上徳間、
内川、千本柳　財産区

⑧

＊
更
科
の
月
は「TRA

IN
 SU

ITE 

四
季
島
」専
用
ラ
ウ
ン
ジ
バ
ー
と
な
り
ま
す
。

（福）いなりやま福祉会

飲食時のナプキンとして使われているのは、千曲
染めです。これを手掛けるのは、いなりやま福祉会
を利用する障がい者の皆さんです。ナプキンは約
50 ㎝四方の綿製で、あんずの枝で染めた淡いピン
ク色です。食事の際に乗客に渡し、持ち帰ることも
でき、信州の工芸品として喜ばれています。
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●千曲市情報メール配信サービス

　千曲市から災害情報、
防犯情報などを電子メ
ールでお届けします。

●マチイロ（無料アプリ）で市報を読もう

▲利用登録はこちら

人の動き

 世帯数　21,888（－5）

 人　口　59,754人（－38）

 　男　　28,930人（＋4）

 　女　　30,824人（－42）

平成27年国勢調査からの推計人口
（平成29年11月１日現在） 平成29年

10月中の動き
転入 100人
転出 103人
出生 33人
死亡 68人

▲利用登録はこちら

毎月最新の市報をスマホ
やタブレットにお届けし
ます。

編

集

　

記

後

● 市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を
　「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
1
か
月

を
切
り
、
年
末
に
向
け
て
ば
た

ば
た
と
慌
し
い
時
期
に
な
り
ま

す
。忘
年
会
も
多
く
な
り
ま
す

ね
。『
20
・
10
運
動
』は
、
宴
会

で
は
じ
め
の
20
分
、
終
わ
り
の

10
分
は
お
酌
な
ど
で
席
を
立
た

ず
、
自
席
で
料
理
を
い
た
だ
い

て
食
べ
残
し
を
減
ら
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。個

人
の
意
識
だ
け
で
は
難
し
い
こ

と
も
あ
り
、
幹
事
さ
ん
の
声
が

け
が
あ
る
と
全
体
で
取
り
組
み

や
す
く
な
り
ま
す
。エ
コ
の
た

め
に（
た
く
さ
ん
食
べ
る
た
め

に
！
）幹
事
さ
ん
、
声
が
け
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
吉
田

チクマ
ビト
ＮＯ．28

11
月
12
日
の
信
州
粉
も
ん
祭
り
に
て
、「
あ
ん
ず
平
和
酵
母
」の
発
見
に
つ
な

が
っ
た
小
麦
粉
粘
土
で
、子
ど
も
た
ち
と
作
品
を
作
る
坂
本
さ
ん

信州・夢
ゆ め の さ と

乃里工房　坂本 乃里子さん（屋代・54歳）

「長い期間を経て、
やっとここまできました」

千
曲
市
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
研
究
会
で
、
新
た
な
取
り
組
み

が
始
ま
っ
た
。10
月
2
日
に
収
穫
し
た
、
ぶ
ど
う
品
種「
マ

ル
ベ
ッ
ク
」（
本
紙
2
ペ
ー
ジ
）か
ら
出
来
上
が
る
ワ
イ
ン

に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
さ
せ
る
た
め
に
千
曲
市
産
の「
あ

ん
ず
平
和
酵
母
」が
使
わ
れ
て
い
る
。こ
の「
あ
ん
ず
平
和

酵
母
」を
発
見
し
た
の
が
坂
本
乃
里
子
さ
ん
だ
。

坂
本
さ
ん
は
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
木
製
の
笛
コ

カ
リ
ナ
に
出
会
い
、
コ
カ
リ
ナ
製
作
者
に
な
っ
た
。平
成
21

年
、
コ
カ
リ
ナ
の
製
作
過
程
で
発
生
す
る
木き

く
ず屑

の
有
効
活

用
と
し
て
、
あ
ん
ず
の
木
屑
と
小
麦
粉
を
混
ぜ
た
粘
土
を

考
え
た
。高
温
多
湿
の
夏
祭
り
で
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た

小
麦
粉
粘
土
が
、
翌
日
に
は
発
酵
し
て
膨
張
し
て
い
た
。

ま
た
、
屋
外
放
置
し
て
い
た
小
麦
粉
粘
土
が
、
長
期
間
カ
ビ

の
発
生
も
な
く
腐
敗
も
し
な
か
っ
た
。こ
れ
ら
の
現
象
を
不

思
議
に
思
っ
た
坂
本
さ
ん
は
、
平
成
23
年
に
専
門
機
関
の

協
力
の
も
と
、あ
ん
ず
か
ら
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
ス
分
裂
酵
母
を
発

見
し
た
。

平
成
25
年
7
月
に
は
、
果
汁
を
用
い
た
酵
母
の
培
養
方

法
の
特
許
を
出
願
し
、
5
か
月
後
に
特
許
登
録
さ
れ
た
。し

か
し
、こ
の
酵
母
を
使
っ
た
食
品
事
業
を
始
め
よ
う
と
し
た

矢
先
、
食
用
事
例
の
な
い
新
規
酵
母
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
。安
全
性
を
確
認
す
る
に
は
、
長
い
年
月
が
必
要
と
な

る
た
め
、有
用
性
の
あ
る
酵
母
を
改
め
て
見
つ
け
る
こ
と
に

し
た
。
特
許
登
録
か
ら
3
年
。あ
ん
ず
の
品
種「
平
和
」か

ら
食
品
利
用
に
可
能
な
酵
母
が
見
つ
か
る
。現
在
、
こ
の
酵

母
が
ワ
イ
ン
醸
造
に
試
験
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

酵
母
に
関
す
る
知
識
が
皆
無
だ
っ
た
坂
本
さ
ん
は
、一
か

ら
勉
強
し
何
度
も
挫
折
し
か
け
た
。だ
が「
千
曲
市
森
の
平

和
と
い
う
種
類
の
あ
ん
ず
か
ら
、
発
酵
力
が
強
く
食
品
利

用
可
能
な
酵
母
が
見
つ
か
っ
た
と
き
や
、こ
の
酵
母
が
醸
造

試
験
で
ワ
イ
ン
へ
の
利
用
が
可
能
と
の
結
果
が
出
た
と
き

は
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
」と
当
時
の
喜
び
を
話
す
。あ
ん

ず
平
和
酵
母
と
千
曲
市
産
の
ぶ
ど
う
。こ
の
２
つ
の
出
会
い

が
織
り
な
す
奇
跡
を
、早
く
味
わ
い
た
い
。
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